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労
働
時
間
規
制
緩
和
は

「
働
き
方
改
革
逆
行
」
と
批
判

　
　
連
合
が
緊
急
ア
ピ
ー
ル

　

連
合
は
10
月
31
日
、
春

闘
中
央
討
論
集
会
で
、
高

市
首
相
が
厚
生
労
働
大
臣

に
指
示
し
た
「
労
働
時
間

規
制
緩
和
の
検
討
」
を
批

判
す
る
緊
急
ア
ピ
ー
ル
を

採
択
し
ま
し
た
。

　

ア
ピ
ー
ル
は
、
一
般
労

働
者
の
総
実
労
働
時
間
は

高
止
ま
り
し
、
過
労
死
等

の
労
災
申
請
件
数
は
過
去

最
高
を
更
新
し
、「
い
ま
だ

に
過
労
死
・
過
労
自
殺
は

な
く
な
っ
て
い
な
い
」
と

指
摘
。
首
相
の
指
示
書
に

対
し
て
、「
労
使
間
の
交
渉

力
に
厳
然
た
る
格
差
が
存

在
す
る
中
で
、
働
く
も
の

個
人
が
労
働
時
間
を
自
由

に
『
選
択
』
選
択
す
る
こ

と
は
難
し
い
」
と
反
論
。

　
『
現
行
の
時
間
外
労
働

の
上
限
規
制
は
過
労
死
認

定
ラ
イ
ン
で
あ
り
、
こ
れ

を
緩
和
す
る
こ
と
は
『
働

き
方
改
革
』
の
逆
行
に
ほ

か
な
ら
な
い
と
強
調
し
、

「
豊
か
な
生
活
時
間
」を
確

保
す
る
法
改
正
の
実
現
を

訴
え
ま
し
た
。

　

高
市
早
苗
首
相
は
７
日

の
衆
院
予
算
委
員
会
で
、

台
湾
有
事
で
中
国
の
行
為

が
、「
戦
艦
を
使
っ
て
、
武

力
行
使
も
伴
う
も
の
で
あ

れ
ば
、『
存
立
危
機
事
態
』

に
な
り
う
る
ケ
ー
ス
だ
」

と
明
言
し
ま
し
た
。

緊
張
を
激
化
さ
せ
る
首
相
の

「
台
湾
発
言
」
撤
回
を

　
危
機
取
り
除
く
外
交
努
力
を

　
「
存
立
危
機
事
態
」
で

は
、
日
本
が
攻
撃
も
侵
略

も
受
け
て
い
な
い
の
に
、

海
外
で
の
自
衛
隊
の
武
力

行
使
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

そ
う
な
れ
ば
日
本
は
戦
争

に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

地
域
ま
で
特
定
し
て

「
存
立
危
機
事
態
」を
明
ら

か
に
し
た
の
は
高
市
首
相

が
は
じ
め
て
。
安
倍
元
首

相
で
さ
え
、「
台
湾
有
事
は

日
本
有
事
」
な
ど
と
言
っ

た
の
は
首
相
を
辞
め
た
後

で
、
首
相
在
任
中
は
そ
う

し
た
発
言
を
控
え
て
い
ま

し
た
。
そ
れ
が
ど
れ
だ
け

深
刻
な
事
態
を
招
く
か
を

理
解
し
て
い
た
か
ら
で
す
。

高
市
首
相
に
は
そ
う
し
た

初
歩
的
な
外
交
的
常
識
が

欠
如
し
て
い
ま
す
。

　

日
中
関
係
を
前
向
き
に

日本医労連
高市首相の所信表明を批判
いのち・くらし優先の政治を

　

日
本
医
療
労
働
組
合
連

合
会
は
、
高
市
首
相
の
所

信
表
明
演
説
に
つ
い
て
、

米
沢
哲
書
記
長
の
談
話
を

発
表
し
ま
し
た
（
10
月
27

日
）。

　

談
話
は
「
国
民
生
活
が

厳
し
さ
を
増
す
な
か
で
、

国
民
の
い
の
ち
・
く
ら
し

で
は
な
く
防
衛
費
に
税
金

を
投
入
す
る
こ
と
を
公
約

し
、
戦
争
で
き
る
国
へ
の

準
備
を
す
す
め
る
も
の
」

だ
と
批
判
。「
財
界
優
遇
・

ア
メ
リ
カ
言
い
な
り
の
自

民
党
政
治
を
転
換
し
、
医

療
・
介
護
福
祉
労
働
者
の

賃
金
・
労
働
条
件
改
善
と

国
民
の
い
の
ち
・
く
ら
し

最
優
先
の
政
治
の
実
現
を

一
体
の
も
の
と
し
て
た
た

か
う
」
と
表
明
し
て
い
ま

す
。

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
党
の
立
花
孝
志

容
疑
者
が
逮
捕
。「
自
死
し

た
兵
庫
県
議
へ
の
誹
謗
中

傷
を
街
頭
演
説
な
ど
で
繰

り
返
し
て
き
た
」「
証
拠
隠

打
開
す
る
た
め
に
必
要
な

の
は
、「
互
い
に
脅
威
と
な

ら
な
い
」（
08
年
日
中
首
脳

合
意
）
な
ど
、
両
国
で
確

認
さ
れ
た
合
意
に
も
と
づ

い
て
、
冷
静
な
対
話
に
知

恵
を
絞
る
こ
と
で
す
。

　

首
相
は
発
言
を
直
ち
に

撤
回
す
べ
き
で
す
。

滅
と
国
外
逃
亡
の
恐
れ
が

あ
る
た
め
逮
捕
さ
れ
た
」

「
斎
藤
知
事
に
も
責
任
が

あ
る
と
思
う
が
、
知
ら
ん

顔
は
許
さ
れ
な
い
」「
Ｎ
Ｈ

Ｋ
党
は
参
院
で
自
民
党
と

会
派
を
組
ん
で
い
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
・
西
、ブ
ロ
ー

ド
バ
ン
ド
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

料
と
し
て
利
用
者
に
月
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横田基地に、日本にも
オスプレイはいらない

11・23 東京大集会
日時：11 月 23 日（日）　13：00 開会
会場：福生市・多摩川中央公園
　　　JR 青梅線「牛浜駅」西口より徒歩 15 分
プログラム：●国会報告
  ●メインスピーチ
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　　アピール行進
主催：オスプレイ反対東京連絡会

２
・
２
円
の
負
担
金
徴
収

を
発
表
。「
過
疎
地
向
け
の

通
信
イ
ン
フ
ラ
維
持
費
と

し
て
２
０
２
６
年
１
月
に

制
度
を
新
設
す
る
」「
26
年

は
３
月
の
利
用
分
の
み
請

求
す
る
予
定
で
27
年
度
は

未
定
と
い
う
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ　

Ｒ
＆
Ｄ
フ
ォ

ー
ラ
ム
開
催
（
19
～
26

日
）。「
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

は
『IO

W
N

と
AI
が
、
量

子
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
出
会

う
場
所
』と
な
っ
て
い
る
」

「
完
全
招
待
制
だ
」「
関
係

者
は
会
場
設
営
や
準
備
で

忙
し
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

俳
優
の
仲
代
達
矢
氏
死

去
（
92
歳
）。「
映
画
や
舞

台
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
な
ど

数
々
の
名
作
に
出
演
し

た
」「『
無
名
塾
』
を
立
ち

上
げ
役
所
広
司
さ
ん
な
ど

多
く
の
名
優
を
育
て
た
」

「
反
戦
平
和
の
信
念
を
貫

き
、
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
に
も

た
び
た
び
登
場
し
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

貧
者
・
庶
民
は
外
米
を

食
え
と
い
う
の
か

　

福
祉
施
設
な
ど
で
ア
メ

リ
カ
米
「
カ
ル
ロ
ー
ズ
」

の
需
要
が
増
え
て
い
る
と

い
う
。
備
蓄
米
が
底
を
つ

け
ば
、
安
価
米
は
外
米
と

な
る
。
お
コ
メ
券
は
一
時

の
家
計
の
助
け
に
な
る
け

ど
、
国
産
米
の
価
格
は
下

が
ら
な
い
。
政
府
は
下
げ

た
く
な
い
と
い
う
こ
と
か
。

　

コ
メ
生
産
農
家
は
「
コ

メ
離
れ
」
を
心
配
し
て
い

る
が
当
然
だ
。
パ
ン
や
う

ど
ん
移
行
が
加
速
す
る
。

そ
の
原
料
の
小
麦
は
９
割

が
輸
入
だ
。
主
食
は
外
国

依
存
と
な
る
。
貧
者
・
庶

民
は
、
主
食
は
国
産
で
な

く
、
輸
入
品
で
我
慢
し
ろ

と
言
う
こ
と
な
の
か
。　

　
　
　
　
　
（
Ｈ
）

　

JR
東
海
は
10
月
29
日
、

リ
ニ
ア
工
事
費
の
見
直
し

を
発
表
し
ま
し
た
。
工
事

費
の
修
正
は
二
度
目
で

11
兆
円
に
、
当
初
の
５
・

５
兆
円
か
ら
倍
増
で
す
。

そ
の
原
因
は
建
設
資
材
や

労
務
費
の
高
騰
、
ト
ン
ネ

ル
な
ど
の
難
工
事
で
す
。

　

リ
ニ
ア
新
幹
線
は
全
体

の
86
％
が
ト
ン
ネ
ル
で
、

リ
ニ
ア  

開
業
行
き
詰
ま
り

　
工
事
費
倍
増
　
工
事
難
航
　
環
境
破
壊

　
　
計
画
は
見
直
し
・
中
止
を

工
事
に
よ
っ
て
岐
阜
県
瑞

浪
市
で
井
戸
枯
れ
、
10
月

に
は
品
川
区
内
で
区
道
が

隆
起
す
る
な
ど
各
地
で
ト

ラ
ブ
ル
。
静
岡
で
は
大
井

川
流
域
の
水
資
源
へ
の
影

響
、
大
量
の
残
土
の
処
理

は
全
く
未
解
決
。
環
境
破

壊
の
危
険
な
ど
問
題
山
積

み
で
す
。

　

当
初
２
０
２
７
年
だ
っ

た
リ
ニ
ア
の
開
業
予
定
は
、

い
ま
は
見
通
せ
な
い
と
い

う
。
開
業
時
期
が
見
通
せ

な
け
れ
ば
、
11
兆
円
で
お

さ
ま
る
保
障
は
あ
り
ま
せ

ん
。JR
東
海
と
政
府
は
、冷

静
に
な
っ
て
計
画
の
見
直

し
・
中
止
に
踏
み
切
る
べ

き
で
す
。小泉防衛相の

「原潜前のめり」発言

　看過できない

　

日
本
共
産
党
の
山
添
拓

政
策
委
員
長
は
７
日
の
記

者
会
見
で
、
小
泉
進
次
郎

防
衛
相
が
６
日
の
Ｔ
Ｂ
Ｓ

番
組
で
お
こ
な
っ
た
、
原

子
力
潜
水
艦
の
導
入
に
前

の
め
り
の
発
言
は
「
看
過

で
き
な
い
」
と
批
判
し
ま

し
た
。

　

小
泉
氏
が
「
周
り
の

国
々
は
み
ん
な
持
っ
て
い

る
」
と
発
言
し
た
こ
と
に
、

山
添
氏
は
「
周
り
の
国
が

み
ん
な
持
っ
て
い
る
か
ら

日
本
も
持
つ
と
い
う
な
ら
、

核
兵
器
ま
で
持
つ
つ
も
り

か
」
と
指
摘
。
原
子
力
潜

水
艦
は
「
ミ
サ
イ
ル
を
積

ん
で
隠
密
に
広
い
範
囲
で

行
動
し
、
相
手
の
国
の
深

く
ま
で
攻
撃
を
す
る
、
憲

法
上
持
っ
て
は
な
ら
な
い

と
し
て
き
た
攻
撃
的
兵
器

に
当
た
り
得
る
」
と
述
べ
、

「
原
子
力
基
本
法
で
原
子

力
の
平
和
利
用
を
う
た
っ

て
い
る
国
と
し
て
も
、
踏

み
出
し
て
は
な
ら
な
い
」

と
強
調
し
ま
し
た
。

　

Ｃ
Ｏ
Ｐ
30
ブ
ラ
ジ
ル
の

ア
マ
ゾ
ン
川
近
く
の
ベ
レ

ン
で
始
ま
っ
た
。

Ｃ
Ｏ
Ｐ
30
に
期
待
す
る

　

大
谷
翔
平
選
手
、
ナ
・

リ
ー
グ
Ｍ
Ｖ
Ｐ
受
賞
。「
全

米
野
球
記
者
協
会
員
30
人

　

２
０
３
５
年
に
向
け
た

新
削
減
目
標
が
い
か
に
パ

リ
協
定
の
長
期
目
標
で
あ

る
１
・
５
度
に
近
づ
く
こ

と
が
で
き
る
か
、
気
候
資

金
の
具
体
化
、
ア
マ
ゾ
ン

を
は
じ
め
と
す
る
森
林
の

減
少
防
止
や
保
全
の
仕
組

み
の
設
立
な
ど
が
注
目
だ
。

ア
メ
リ
カ
は
政
府
高
官
を

派
遣
し
な
か
っ
た
が
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
な
ど
の
州
知

事
が
参
加
し
て
い
る
。
国

連
の
グ
テ
レ
ス
事
務
局
長

は
、
も
は
や
交
渉
の
段
階

で
は
な
い
実
行
の
時
だ
と

各
国
に
呼
び
か
け
て
お
り
、

期
待
し
た
い
。　
（
Ｉ
）

に
よ
る
投
票
で
満
票
だ
っ

た
」「
通
算
４
度
目
だ
。
す

ご
い
ね
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が

急
拡
大
し
て
い
る
」「
昨
年

よ
り
１
ヵ
月
早
い
の
で
予

防
接
種
し
て
い
な
い
人
が

多
い
ら
し
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
寒
い
日
が
続
い
た
が

14
日
待
望
の
小
春
日
和
に

な
っ
た
」「
久
し
ぶ
り
の
暖

か
さ
の
中
散
歩
が
楽
し

い
」


